
（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2020年3⽉ 1 団体 2022年3⽉ 1 団体 2030年3⽉ 3 団体 0%

経2 2020年3⽉ 4 品⽬ 2022年3⽉ 4 品⽬ 2030年3⽉ 30 品⽬ 0%

社3 2021年12⽉ 0 施設 2022年3⽉ 0 施設 2030年3⽉ 1 施設 0%

社4 2021年12⽉ 0 ⼈ 2022年3⽉ 0 ⼈ 2030年3⽉ 3 ⼈ 0%

環5 2021年12⽉ 9 ⼈ 2022年3⽉ 15 ⼈ 2030年3⽉ 100 ⼈ 15%

環6 2021年12⽉ 1 回/年 2022年3⽉ 1 回/年 2030年3⽉ 1 回/年 100%

環7 2020年度 658 t/年 2022年度 1200 t/年 2030年度 400 t/年 300%

（２）⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2022年〜2024年）

No 取組名 指標名 達成度
（％）

1 新規就農者 2019〜
2020年度 4 ⼈ 2022年

実績 3 ⼈
2022~
2024年
⽬標値

10 ⼈ 30%

2 新規林業従事者 2019〜
2020年度 9 ⼈ 2022年

実績 6 ⼈
2022~
2024年
⽬標値

15 ⼈ 40%

3 ⽇南町への移住、定住の
促進 移住定住者の促進

2019〜2020年
度
（193/2≒96
⼈）

96 ⼈ 2022年
実績 78 ⼈ 2023年

⽬標値 200 ⼈ 39%

4 安⼼して暮らし続けられる
地域づくり

地域間経済循環率の向上
2015年
（直近
値）

39.5 ％
2022年
（直近値
2018年）

47 ％ 2023年
⽬標値 50 ％ 94%

（３）ＳＤＧｓ未来都市計画推進のKPI達成に係る評価及び課題等

⽊のおもちゃの製造
【ゴール８ ターゲット8.3 8.9】

指標名
※【】内はゴール・ターゲット番号

⽊のおもちゃの製造
【ゴール８ ターゲット8.3 8.9】

当初値 2023年
実績

2023年
⽬標値

2024年
実績

2022年
実績

しごとをつくり、安⼼して働
けるまちづくり

森林教育プログラムの構築
【ゴール１３ １４ １５　ターゲット13.1 14.1 14.2 15.1 15.2】

⽊育を基軸としたコワーキングスペース、世代間交流拠点の整備
【ゴール８ ターゲット8.3 8.9】

⽊材製品を活⽤した⼥性による新規産業の創出
【ゴール８ ターゲット8.3 8.9】

林業アカデミーの開校による林業従事者の確保
【ゴール１１ ターゲット11.3】

森林保全強化につなげる企業等との連携（Ｊ－クレジット）（単
年）

【ゴール１３ １４ １５　　ターゲット13.1 14.1 14.2 15.1 15.2】

⽇南町がこれまで実施してきた⾏政施策は、個々の対策としては⼀定の成果を上げてはいるものの、働き場の確保や⾼校・⼤学進学等を機とした町外転出等もあり、⼤局的には
⼈⼝の流出が⽌まらず、「⼈⼝減少が地域経済の縮⼩を呼び、地域経済の縮⼩が⼈⼝減少を加速させる」という負のスパイラルからの脱却には⾄っていない。しかしながら、町の⾯
積を占める森林を資源とした脱炭素の取り組みや、林業の担い⼿を育成する町⽴の林業アカデミーの開校など、地⽅創⽣に重要な役割を担っている地域⾦融機関と密に連携し
た取り組みは他の地域でも応⽤できる中⼭間地域のモデルを創るまちづくりの⾒本ともなっている。
今回、達成度がゼロの項⽬について（１）１、２、４については町内事業体等への助成制度の創設や、地域おこし協⼒隊制度の活⽤による雇⽤増や起業⼈材の確保を図るな
どして⽬標達成を⾒込む。（１）３については拠点施設整備のための計画策定を⾏うなどして⽬標達成を⾒込む。
また、達成率の低い新規就農者の確保や移住定住者の呼び込みについては、既存の研修制度のメニューの刷新を図るとともに、みどりの⾷料システム戦略に基づくオーガニックビ
レッジの取り組みを町ぐるみで推進し、有機農業に関⼼のある若い就農者の確保を図っていくとともに、オーガニック給⾷などの取り組みと合わせ、町外からの移住者増を図っていく。
また、（２）１〜３の達成度の計算⽅式が第１期計画と異なる理由については、このたびの第２期計画では2023年の⽬標値を2022〜2024年の延べ⼈数にしている（当初
⾎も2019〜2020年度の延べ⼈数）ためである。

第2期SDGs未来都市計画（2022〜2024）の進捗状況報告シート（様式1）

⿃取県⽇南町　第2期ＳＤＧｓ未来都市計画︓計画期間2022年〜2024年

当初値 2022年 2030年（⽬標値）2023年 2024年

2019年度




